
                  

令和 7 年度 学校評価報告書（自 己 評 価 書 ・ 学 校 関 係 者 評 価 書） 
  令和８年２月１２日作成    

中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 
自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価

学校関係者の

意見・要望 

䪮
䪳
䪯
䧧
䧸
子
䧸
未
来
䨛
展
望
䧣,

自
䨒
学
䧽
自
䨒
考
䧔

䨔
力
䧸
育
成
䨛
図
䨔
䦽 

①
基
礎
的
基
本
的

䧴
力
䧸
定
着 

・児童のコミュニケーション力,
情報活用能力,情報発信力の
向上を目ざす。 
・図書室利用,読書活動を推
進し,家庭やボランティアと協
力し,児童の読み取る力の向
上を図る。  

B 

A 

・国際理解・国際協力に関する学習を行い多文化共生・国際課と協力し，学

習したことを市役所職員にむけて発表したり，市全体に働きかけたりした。 

・学校図書館司書による調べ方指導，単元に必要な図書資料準備を依頼

し，国語やいそべ学習などの授業で利用し，取り組んだ。タブレットのみなら

ず図書資料を使って落ち着いて学習できてる。 

・問題解決的な授業を心がけ子どもたちの思いに寄り添う授業づくりを行っ

た。自ら課題をもち，どのように解決するとよいかを考えて授業を進めた。ま

た，体験的な学習を計画的に取り入れたことで体験に基づく思いや疑問が

生まれ，すすんで課題を解決しようとする姿がみられた。 

・地域の協力により，大根の栽培を通して何を学びたいのかを個人が考え，

必要なことを調べ，話し合った。児童は校区の特徴を知り，その良さを感じる

ことができた。生活科の校区探検では地域の店や施設の協力により，働く人

について考え地域に親しみをもった。 

・タブレット学習は「書く」作業が苦手な児童にとっては取り組みやすく，発表

資料や新聞の作成に有効だった。 

A 

・リトアニアと
の国際交流学習
のプレゼン発表
を聴く機会があ
り，代表の子たち
の発表がとても
素晴らしかった。 
・親以外の様々
な社会人と触れ
合う機会が多く，
子ども達が自ら
の将来に向けて
考えることがで
きるような環境
が準備できてい
る。 

②
自
䨒
学
䧽,

自
䨒
考
䧔
䨔
力
䧸

育
成 

・地域教材や人材を生かした
体験の場を設定し,楽しさや
成就感を味わえる問題解決
的な学習活動を通して,自ら
の問題を追究する力を育成
する。   
・ひとつひとつの学びが,その
子の未来にどうかかわるか意
識し,言語活動や ICT 活用を
重視した,児童が学び合う学
習活動の展開に努める。 

A 

䪮
䪴
䪯
心
豊
䧗
䧴
思
䧐
や
䨓
䧸
䧎
䨔
児
童
䧸
育
成
䧵
努
䨋
䨔
䦽 

①
基
本
的
生

活
習
慣
䧸
定
着 

・集団生活における基本的な
ルールやマナーを身につけ,
よりよい学校づくり向けて,積
極的に取り組める児童を育成
する。  

A 

A 

・学年集会を開き，基本的なルールを全員に周知した。

問題が起これば，どうしていけないのかを尋ね，学年全

体で守っていこうとする意識を高めた。 

・「挨拶」「掃除」「時間」を意識して行動することで,集団生

活における基本的なルールやマナーを身につけることが

できた。 

・子どもたちが互いを認め合い,尊重できるように,よいこと

をした人を紹介し合う時間を帰りの会の中に設けた。子ど

もたち同士の優しい声かけが増えている。 

・毎月の生活アンケートをもとに,個に寄り添い,抱えてい

る不安や悩みを解決するために学年で連携しながら丁

寧に対応した。 

・むくろじ活動では下学年の子のことを考えて活動を計画

した。授業で計画を立てる時間を設けると,さまざまなアイ

ディアを出した。ペア学年に掃除の仕方を教えたり図工

で作成した紙芝居を使って楽しませたりした。ボランティ

アや美化活動などの活動も加えてリーダーの育成につな

げたい。 

B 

・ちいきカフェたけのこ

の活動には毎回１６名ほ

どの子どもが自主的に参

加し，来場者の食事の世

話や小さい子へのゲーム

の世話などを指示されず

に主体的に活動している

姿に感動した。 
・挨拶，掃除，時間は守れ

ている学年とそうでない

学年がはっきり分かる。

守れていないのはなぜ

か。集団生活のルールや

他人を思いやる気持ちを

学ぶ時間が必要だと思

う。 
・個の問題を学年全体で

考えることは今後も続け

ていってほしい。 
地域の方からは子どもよ

りも学校の先生が基本的

なマナーがなっていない

という話が聞かれるため

（特に挨拶）児童だけで

なく児童のお手本になる

よう学校全体で意識を高

めてほしい。 

②
個
䧸
尊
重 

・他人を思いやり,自らを律す
ることのできる児童の育成を
目ざし,一人一人が自己肯定
感と自己有用感を味わえる学
級経営を心掛ける。  

A 

③
他
人
䧸
䧩
䨋
䧵
す
す
䨜
䧱

行
䧒
活
動
䧸
推
進 

・むくろじ活動（ボランティア
活動,美化活動,低学年に教
える活動）を推進し,思いやり
のある児童を育成する。 
・学級,学校など集団に働きか
けるリーダーを育成する。 

B 

䪮
䪵
䪯
開
䧗
䨕
䧩
学
校
䧯
䧛
䨓
䨛
推
進
䧣,

家
庭
や
地
域

䧲
協
力
䧣
䧰
児
童
䧸
健
や
䧗
䧴
育
成
䧵
努
䨋
䨔
䦽 

①
地
域
連
携
組
織
䧸
活
用 

・３年目を迎えるコミュニティ

ー・スクールの充実を図る。

地域学校協働本部の活動を

推進する。 

・ユネスコスクールとしての活

動の推進を図る。  
A A 

・夏休みのＣＳ企画があることにより,児童が夏休み中も孤

立することなく過ごすことができた。 

・ニコニコ会，老人連合会，おやじの会，地域の方々の協

力を得て教育活動を行った。授業内容の充実だけでな

く，授業以外の場でも多くの体験をすることができ，子ど

もたちにとって貴重な機会となった。 

・総合的な学習で学んだことを,豊橋市役所や愛知県ユ

ネスコスクール交流会などで発表する機会を設けた。全

国規模の公募で行われる「ESD 大賞」で優秀賞を受賞し

た。 

B 

・CS サマースクールが少

しでも子どもたちの居場

所づくりに役立っている

ならうれしい。 
・地域連携に関して，一部

の人だけでなく，広く理

解をすすめ，力を貸して

いただく必要がある。 
・地域の協力が得られる

磯辺小は他の学校の方か

らも「磯辺はすごいね」と

良く声をかけられた。協

働ということを考えた活

動が増えるとよい。 

䪮
䪶
䪯
教
職
員
䧸
和
䧲
信
頼
䨛
大
切
䧵
䧣,

教
員
䧲
䧣
䧰
䧸
力
量
向
上
䧵
努
䨋
䨔
䦽 

①
䩄
䩻
䩣
磯
辺
䧸
資
質
向
上 

・学校,地域,家庭からなるチ
ーム磯辺が連携・協働し,楽し
く,深い学びの実現を目ざす。 
・教職員の専門性をいかした
研修を推進し,授業力向上を
図る。 
・郷土教材や地域人材を生
かした体験学習の場を設け,
問題解決的で持続可能なカ
リキュラムの開発を進める。 
・教育の ICT 化に伴い,機器
の効果的な活用方法の開発
を進める。  

A A 

・出前講座を保護者に公開することで，学校の教育活動について保護者の

理解を深め，子どもたちの普段の様子を保護者に見てもらうよい機会となっ

た。保護者会の時に出前講座での子どもの姿が話題にあがった。 

・学校訪問や授業研究会を利用し，よりよい授業を作るために授業案の検討

を行うことで学び合うことができた。更に力を高めていくために，普段から授

業を見合うことができるよう，もっと気軽に,積極的に声をかけ合えるようにし

たい。 

・パワーポイントを活用した国語の授業でのリーフレットづくり，総合の授業で

のプレゼンテーション資料づくりなど，積極的に ICT を活用した。各学年が，

どのようにＩＣＴを活用したか情報交換し，教師の力量向上につなげたい。 

B 

・出前講座を保護者に公

開することはとてもよか

った。地域にも公開して

もらえないだろうか。 
・学校と地域との温度差

を感じる。ｾｶﾝﾄﾞｽﾃｯﾌﾟの

学習は，できれば高学年

にも広げていただきた

い。 
・先生方が健康であるこ

とはとても大切であり，

子どもたちが安心して学

習できる場になるとよい

と思う。 

 【自己評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 
【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 
【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


